
高山市バスケットボール協会

広報誌
（Ｖｏｌ．023）

tabba.jp

2020-12号

編集・発行：高山市バスケットボール協会

飛騨高山のバスケットボールを盛り上げよう！

岐阜県U-15バスケット選手権大会
男子ブレイカーズA優勝！　女子ブレイカーズA準優勝！

中学生・高校生最後の夏

特に今年の中学３年生と高校３年生にとっては忘れもしない１年
だと思う。高校生では今後の事を考えて、休校期間中に部活動を
引退した生徒もいた。さまざまな葛藤がありながら決断だったろ
う。最後を晴れやかな気持ちで終わることができなかったかもし
れないが、これまで取り組んできた事実に目を向けて人生の糧へ
と考えてくれることを願う。

現在は、制限がある中で徐々に活動が再開され各カテゴリーで活
躍が光っている。それぞれの立場や役割の中で、高山市のバスケッ
トボールを盛り上げることによって、支えてくださる方々への感
謝の思いや、将来を担う子供たちへの夢や希望を与えられるよう
にしていきたいと思う。（M・T）

編 集 後 記

TAKAYAMA AMATEUR BASKETBALL ASSOCIATION

残念ながら、今年度は全中やインターハイが中止され、岐阜県予選もなくなりました。そこで部活動を行ってき
た３年生の集大成としての場として、飛騨地区内の学校のみで試合が行われました。ベンチでのマスクの着用、
待機場所の制限、観客の制限などさまざまな対策をした上で開催されました。久しぶりの試合ということもあり、
仲間とともにバスケットボールができる喜びを感じながら、精一杯のプレーを発揮していました。今年の夏を忘
れないようにしてほしいと思います。

高山市バスケットボール協会は
賛助会はじめ協会を支えてくださる皆様の

お力添えをいただきながら地方が疲弊化する中で
若者にバスケットボールを通じて夢と誇りを持って頂き
この地域を支える大きな担い手としての存在に
大きく成長してくれることをを希望しながら
これからも協会活動に邁進していきます



岐阜県ウインターカップ予選

高山フェスティバル男子はブレイカーズＡ、Ｂ、女子はブレイカーズＡの計３チームが岐阜県選手権大会に出場しました。男子はブレ
イカーズＡが優勝し、２０２０年度第 1 回全国 U15 バスケットボール選手権大会へ、女子はブレイカーズＡが
準優勝となり、第９回U15ジャパンクラブバスケットボールゲームへの出場権を手にしました。

インターハイ予選が無くなってしまい、現３年生にとっては唯一の全国大会の予選となりました。そんな中でも
高山西高校の男子が３位　女子ベスト８という結果を残しました。惜しくもウインターカップ出場はなりません
でしたが、今後の活躍に期待したいと思います。

男子ブレイカーズＡ　キャプテン　高堂信虎男子ブレイカーズＡ　キャプテン　高堂信虎
今年はコロナの影響で中体連など多くの大会が中止となり残念でしたが、クラブ選手権大会という最高の舞台
と目標ができ、全員で団結することができました。練習は選手も指導者の方々も熱く、時には厳しく、時には
楽しく取り組みました。予選、決勝トーナメントは厳しい場面もありましたが、どんな相手でも正直負ける気は
しませんでした。絶対に勝つという強い気持ちが県大会優勝に繋がったと思います。感謝の気持ちを忘れずに最
後までブレイカーズのカラーを出して勝ち続けたいです。岐阜県代表として精一杯頑張ります。応援よろしくお
願いします。

女子ブレイカーズＡ　キャプテン　蒲 望実女子ブレイカーズＡ　キャプテン　蒲 望実
この大会で準優勝という結果が残せたのは、いつも熱心に指導してくださる先生方、親さん、そして仲間のお
かけです。私はどの試合でもチーム全員が一つになって戦えたと思います。特に決勝では、私が格上の相手に
呑まれていた時、コートにいる仲間やベンチの仲間にたくさん支えられ、助けてもらいました。だから一緒に戦っ
てくれた仲間、先生方、いつも応援、練習の送迎をしてくれた親さん方に本当に感謝しています。全国大会が
あるので課題を少しでも克服し、強い相手にもひるまず戦えるように一回一回の練習を大切にして頑張っていき
たいです。

１１月２３日（月）に計２８チーム５リーグに分かれて、熱戦が繰り広げられました。ボールを追う姿、シュー
トが入ったことに対して全員で喜ぶ姿が見られました。バスケットボールの楽しさを選手、役員ともに実感でき
た１日でした。


